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（図１）主要な復旧・復興事業の予算と執行率  

※ 平成23年度1次補正及び2次補正 
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（図２）東日本大震災と阪神・淡路大震災の復興事業費比較 

初年度 

 ※ 東日本大震災の2年目は当初予算時点、3年目以降は政府計画における事業費を平均した見込額。 

※※ 阪神淡路大震災の初年度は0年目（6％）と1年目（31％）の合計。 

2年目 3年目 

＝ 東日本大震災の復興事業規模（23兆円）に占める各年度の事業費の割合 

＝ 阪神・淡路大震災の復興事業費（国＋地方＋民間）に占める各年度の事
業費の割合 
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（図３） 主要製造業の2012年3月期決算の見通しとコア技術の海外流出 
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（図４） 世界市場の伸びと日本企業の市場シェア  



（図５） 日本が世界シェアを維持している２パターン  
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（図６） 最低保障年金の試算と影響  
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（図７）都道府県・政令指定都市別生活保護率  

※ 平成23年9月時点。全国平均は1.62％。 
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（図８） 生活保護受給者の年齢階層、就労状況と就労支援プログラムの財政効果 
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※ 四捨五入の関係で合計が一致しない場合がある。 
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